
2011(平成23年)
No.69

市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　35,111人(-34)

男　　16,790人(-24)

女　　18,321人(-10)

世帯数　13,244世帯(+2)

平成23年8月1日現在
( )内は前月比

2・3…備えよう　災害から命を守るために
4・5…宇陀市議会だより
6・7…まちのわだい
8・9…保健センター情報・子育て支援センター
10・11… 人権コーナー・市立病院だより
12～17…募集コーナー・相談コーナー・

みんなの掲示板
18～23…お知らせのコーナー
24……織田家宇陀松山藩をたどる

【内　容】

【マスコットキャラクター】
ウッピー

◎8月は各地域で夏の夜空を彩る花火大会や盆踊りが行われ、多彩な催しや模擬店にたくさんの人が集まりました。
（「阿騎野ふるさと夏まつり」でビンゴゲームを楽しむ子どもたち／8月15日撮影）

001  11.8.19  2:51 PM  ページ1



広報うだ　 2

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
万
一
の
場
合
に
備

え
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭
で
、

も
し
も
の
時
に
家
族
が
安
全
に

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
家
族
間
の
連
絡
の
取

り
方
や
避
難
場
所
・
避
難
経
路

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
３
日
分
程
度
の
食
料

や
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
や
、
非

常
時
の
持
ち
出
し
品
の
準
備
・

点
検
を
し
て
、
万
一
の
と
き
に

慌
て
ず
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こまどりケーブルテレビでは、宇陀市自主放
送チャンネル11ｃｈで、注意報や警報の気象
情報、土砂災害情報の発信を奈良県砂防課が行
っています。
※インターネットでは、リアルタイムの雨量等

の情報が下記のホームページで確認できますので、ご利用ください。
●奈良地方気象台：http://www.jma-net.go.jp/nara/
●奈良県砂防河川雨量情報：http://www.nara-saboinfo.jp/
●奈良県「川の防災情報」：http://www.pref.nara.jp/

dd_aspx_menuid-18268.htm
●奈良県土砂災害・防災情報システム

http://www1.nara-saboinfo.jp/

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
「
関
東

大
震
災
」
を
教
訓
に
、
防
災
を
見
直
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

９
月
は
台
風
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。「
防
災
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、

防
災
意
識
を
高
め
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
大
切
な
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
の

危
機
管
理
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
助
け
合
う
気
持
ち
が
必
要
で
す
。

危
機
管
理
課
（
1
８２
‐
１
３
０
４
／
ＩＰ
1
８８
‐
９
０
７
０
）

大
規
模
な
災
害
が
起
き
る

と
、
公
的
防
災
機
関
だ
け
で
は

十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

【非常時持出品】
「阪神淡路大震災」で被災した方々に対して「あって助

かった、無くて困った」グッズは何かを調査した結果から
次の17品目をご紹介します。
①多機能ナイフ　②マグカップ　③タオル　④石鹸

せっけん

⑤ラ
ップ　⑥軍手（ゴム手袋）⑦ポリエチレン袋　⑧ゴミ袋　⑨
ノート　⑩ボールペン　⑪懐中電灯　⑫ティッシュペーパ
ー　⑬携帯ラジオ　⑭ウインドブレーカー　⑮絆創膏

ばんそうこう

⑯
裁縫道具　⑰リュックサック
その他：常備薬、貴重品（現金、通帳、印かん、身分証明書）など

【非常備蓄品】〈目安として3日分〉
◎非常食：缶詰・インスタント食品・菓子類・米などその
まま食べられるか、簡単な調理で食べられるもの。
◎水：1日一人3リットルが目安
◎生活用品：
カセットコンロ（予備ボンベ）、トイレットペーパー、ロー
プ、使い捨てカイロ、マッチやライター、ドライシャンプ
ー、生理用品、紙おむつなど
※その他、個人によって必要なものを用意しておきましょう。

非常時持出品・非常備蓄品の一例

◆宇陀市安全・安心メールにて防災・防犯に関する情報を配信しており
ます。http://uda.kids110.jp/cel/へアクセスし、ご登録ください。

◆
が
け
崩
れ
、
山
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

・
小
石
な
ど
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落

ち
て
く
る

◆
土
石
流
の
前
兆

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
な
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る

・
渓
流
が
急
に
濁
り
だ
し
、
流

木
な
ど
が
流
れ
て
く
る

ま
た
、
地
域
内
の
災
害
時
要

援
護
者
と
な
る
高
齢
者
や
介
助

の
必
要
な
方
に
ま
ず
最
初
に
救

助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
身
近
に
い
る
地

◆
地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

防
災
の
基
本
は

家
庭
で
の
備
え

地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
も

次
の
よ
う
な
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
早
め
に
避
難

注意報・警報の気象情報・土砂災害情報を放送

域
の
皆
さ
ん
で
す
。

効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
自
治
会
な
ど
地
域
で
話
し

合
い
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
ま
し
ょ
う
。

【予　告】

地震体験・煙体験・アルファ米試食など体験できます。
場所：菟田野中学校運動場周辺
時間：午前9時（訓練開始）

★
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
な
ど
を
家
族
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
の
危
険
箇
所
と
家
の
周

り
を
点
検
す
る
な
ど
、
気
を

配
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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3 広報うだ　2011.9

下記のとおり避難所を設けています。お近くの避難所をあらかじめご確認ください。

※上記の避難所以外にも、各地域の公民館や集会所を安全確認したうえで、避難所として利用する場合があります。

○避難する前にもう一度、火の元を確認。ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを切る。
○荷物は最小限の非常持出品に限り、リュックサックなどに入れて背負う。
○長袖、長ズボン、軍手を着用し、靴は底の厚い履き慣れたものを履く。
○移動するときは、狭い道、塀のそば、川べりは避ける。

★★ 避難のポイント ★★
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第2回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り
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平
成
２３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
１６
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
そ
の
他
専

決
事
項
や
行
政
報
告
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
の
審
議

の
結
果
、
概
ね
提
出
さ
れ
た
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報うだ　4

【
平
成
２３
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
８
月
２９

日
に
教
育
委
員
会
（
教
育
総
務

課
・
学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習

課
・
文
化
財
保
存
課
）
が
菟
田
野

地
域
事
務
所
並
び
に
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
か
ら
本
庁
に
移
転
す
る

こ
と
に
伴
う
受
入
体
制
の
整
備
経

費
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
医

師
・
看
護
師
・
給
水
関
係
職
員
・

行
政
職
員
の
派
遣
旅
費
等
、
ま
た

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

被
災
地
へ
の
市
備
蓄
品
提
供
の
補

充
経
費
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
関
連
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
と
も
１
９，
２
０
０

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
１
７，
８
７

２，
２
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
人
　
事
　
関
　
係
◆

◆
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

徳
永
一
弥
氏
（
菟
田
野
古
市
場
）

東
　
仙
司
氏
（
菟
田
野
岩
　
）

中
野
健
治
氏
（
菟
田
野
平
井
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

吉
村
順
子
氏
（
榛
原
下
井
足
）

酒
井
靖
志
氏
（
室
生
大
野
）

次
の
専
決
処
分
に
つ
き
、
承
認

し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◆
平
成
２３
年
度
宇
陀
市
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

◆
専
　
決
　
処
　
分
◆

◆
そ
　
の
　
他
◆

主
に
地
域
の
農
産
物
を
市
内
外

に
普
及
・
販
売
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「
榛
原
に
ぎ
わ
い
市
場
」
の
施
設

に
つ
い
て
、
平
成
２３
年
７
月
１
日

か
ら
、
次
の
者
を
指
定
管
理
者
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者：

榛
原
農
産
物
直
売

所
活
性
化
協
議
会

位
置：

宇
陀
市
榛
原
萩
原
１
２
６

３
番
地
の
６
他

指
定
期
間：

平
成
２３
年
７
月
１
日

〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日

◆
平
成
２３
年
度
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
の
変
更
内
容
は
、
生
活
環

境
の
整
備
と
し
て
、
一
般
廃
棄
物

の
処
理
体
制
を
充
実
す
る
よ
う
、

廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
こ
と
を

追
加
、
事
業
計
画
に
「
菟
田
野
地

区
マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
蓋
取
替
事
業
」

及
び
、
ご
み
収
集
車
購
入
に
係
る

「
東
宇
陀
環
境
衛
生
組
合
負
担
金
」

を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

◆
平
成
２３
年
度
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

大
宇
陀
東
平
尾
辺
地
、
大
宇
陀

大
熊
辺
地
、
大
宇
陀
小
和
田
辺
地

に
つ
い
て
、
新
た
に
菟
田
野
松
井

簡
易
水
道
の
当
該
地
域
事
業
を
総

◆
公
の
施
設
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
◆

宇
陀
市
が
、
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計
等
で
保
有
し
て
い
る
土

地
で
、
土
地
開
発
公
社
が
先
行

取
得
し
、
管
財
課
が
管
理
す
る

土
地
の
財
政
負
担
と
有
効
利
用

に
つ
い
て

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
が
保

有
し
て
い
る
土
地
で
、
利
用
計

画
が
具
体
化
し
て
い
な
い
も
の
は
数

箇
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
件
に
関
し

て
、
有
利
な
財
源
が
確
保
で
き
る
こ

の
時
期
に
、
市
民
が
有
効
に
活
用
で

き
る
事
業
、
財
政
的
効
果
を
発
揮
で

き
る
計
画
が
な
い
か
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

宇
陀
市
の
行
政
財
産
を
、
慎
重
に

審
議
し
て
い
き
、
利
用
目
的
に
沿
わ

な
い
も
の
の
売
却
な
ど
を
基
本
と
し

て
考
え
、
一
番
に
は
、
地
域
の
状
況

や
、
市
民
の
方
の
利
用
・
活
用
を
考

慮
し
た
最
善
な
方
法
は
な
い
か
を
模

索
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
市
民
や
自
治
会
の
防
災
の

意
識
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
お
り
、

自
主
防
災
組
織
や
防
災
訓
練
、
防
災

講
話
等
の
実
施
に
関
す
る
相
談
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
、
そ
の
組
織
で
の
訓
練
を
支
援

し
、
災
害
時
の
要
援
護
者
避
難
支
援

計
画
に
基
づ
く
避
難
支
援
な
ど
を
周

知
し
て
、
地
域
間
の
共
助
に
よ
り
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
被
害
を
少
な
く
す

る
取
り
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
今

後
の
訓
練
に
生
か
し
た
い
。
ま
た
、

地
域
防
災
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
自
治
会
で
の
地
域
差
に

よ
り
、
隣
接
す
る
自
主
防
災
組
織
の

力
量
差
を
互
い
に
補
完
し
合
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
構
想
し
、
住
民
参

加
型
の
防
災
訓
練
等
の
実
施
を
進
め

て
地
域
共
助
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
。

市
管
理
の
河
川
堆
積
土
砂
の
撤

去
と
補
修
に
つ
い
て

河
川
の
堆
積
土
砂
は
、
近
年
の

ゲ
リ
ラ
的
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

り
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
に

よ
る
人
命
、
財
産
を
奪
わ
れ
る
よ
う

な
災
害
を
防
除
す
る
た
め
、
滞
留
し

や
す
い
河
川
や
道
路
と
隣
接
す
る
河

川
、
家
屋
が
接
近
し
て
い
る
河
川
な

ど
に
つ
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

河
川
状
況
の
調
査
を
し
て
い
る
。

�Œ
�@
�˚
�@
�¿
�@
��

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

合
整
備
計
画
事
業
と
す
る
こ
と
及

び
、
榛
原
内
牧
地
域
が
辺
地
地
域

と
な
っ
た
た
め
、
内
牧
カ
ラ
ト
線

の
林
道
舗
装
事
業
を
総
合
整
備
計

画
と
し
て
策
定
す
る
よ
う
変
更
し

ま
し
た
。
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ま
た
、
市
民
の
方
々
の
情
報
提
供

な
ど
で
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
小

規
模
な
護
岸
の
崩
れ
の
補
修
や
堆
積

土
砂
の
除
去
は
、
地
元
自
治
会
で
補

修
や
除
去
作
業
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
大
規
模
な
も
の
は
予
算

の
確
保
を
行
い
、
緊
急
性
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
年
次
的
に
補
修
工
事
や
土

砂
の
除
去
を
行
っ
て
い
る
。
人
命
、

財
産
を
守
る
た
め
、
河
川
周
辺
の
自

治
会
と
協
働
で
良
好
な
河
川
の
維
持

管
理
に
努
め
た
い
。

下
水
道
整
備
及
び
合
併
浄
化
槽

促
進
に
つ
い
て

下
水
道
整
備
は
住
民
生
活
に
密

接
し
た
社
会
基
盤
整
備
で
あ

り
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
代
表
さ
れ

る
汚
水
の
排
除
と
い
っ
た
生
活
環
境

の
改
善
だ
け
で
な
く
、
河
川
等
の
公

共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
に
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
市
事
業

計
画
内
の
整
備
状
況
は
９０
％
を
超
え

て
い
る
。
し
か
し
、
未
整
備
地
域
も

残
さ
れ
て
お
り
、
市
の
状
況
も
勘
案

し
な
が
ら
、
合
併
浄
化
槽
事
業
等
の

他
の
汚
水
処
理
方
法
と
も
連
携
・
調

整
を
図
り
、
下
水
道
事
業
の
目
的
で

あ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防

止
、
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
、
整

備
に
あ
た
り
た
い
。

災
害
発
生
後
の
対
応
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
後
は
、
行
政
の

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
検
討
が

い
る
こ
と
が
多
く
出
て
き
た
と
考
え

て
い
る
。
地
域
完
結
型
の
中
で
、
防

災
計
画
も
作
成
さ
れ
て
き
た
が
、
大

規
模
な
災
害
に
な
る
と
、
広
域
な
連

携
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
マ
ン
・

ツ
ー
・
マ
ン
と
し
た
形
の
中
で
支
援

シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
中
で
国
・
県
の
果

た
す
べ
き
役
割
、
そ
し
て
地
方
自
治

体
、
基
本
的
に
宇
陀
市
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
災
害

に
対
す
る
対
応
、
そ
し
て
復
旧
、
復

興
に
向
け
て
の
計
画
な
ど
を
考
え
て

い
き
た
い
。

地
域
主
権
改
革
に
伴
う
、
地
方

自
治
法
抜
本
改
正
へ
の
備
え
に

つ
い
て

地
域
主
権
改
革
に
よ
り
、
県
か

ら
市
へ
権
限
移
譲
さ
れ
る
事

務
、
近
隣
自
治
体
に
よ
る
事
務
事
業

の
共
同
処
理
と
い
う
観
点
、
議
会
で

の
議
決
事
項
の
増
加
、
地
域
へ
の
ま

ち
づ
く
り
を
主
体
と
考
え
る
事
項
な

ど
、
行
政
、
議
会
が
果
た
す
役
割
は

大
き
く
な
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
今
後
、
地
域
力
の
活

性
化
を
目
指
せ
る
よ
う
な
、
地
域
に

負
担
や
無
理
の
な
い
、
地
域
自
ら
、

地
域
力
の
発
揮
で
き
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
あ
り
方

中
山
間
に
位
置
す
る
宇
陀
市
の

地
形
的
特
性
と
し
て
、
災
害
発

生
時
に
は
孤
立
す
る
集
落
も
発
生
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
孤
立
集
落

と
災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
方
法
や

情
報
提
供
に
、
ど
の
よ
う
な
手
段
が

あ
る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
想
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇
陀
市
の
防
災

行
政
無
線
の
再
構
築
に
関
し
て
は
、

現
在
の
防
災
行
政
無
線
の
あ
り
方
や
、

情
報
管
理
の
原
点
も
含
め
な
が
ら
、

検
討
や
議
論
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
、
市
と
し
て
の
最
適
な
情
報
機
器

の
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
行
政
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て観
光
行
政
は
、
市
内
外
か
ら
一

人
で
も
多
く
の
方
々
に
訪
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
観
光
客
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
内
に
点
在

す
る
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
線
で

結
ぶ
べ
く
、
全
国
的
に
有
名
な
室
生

寺
等
を
有
効
に
活
用
し
、
更
に
、
幅

広
い
観
光
誘
客
活
動
と
情
報
提
供
を

展
開
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
市
内
の

観
光
施
設
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
近
鉄
榛
原
駅
前
の
観
光
案
内
所

「
う
だ
観
処

み
ど
こ
ろ

」
で
の
観
光
紹
介
を
は
じ

め
、
近
隣
の
観
光
施
設
を
通
じ
て
情

報
を
提
供
し
、
宇
陀
市
で
の
滞
在
型

観
光
を
目
指
し
、
観
光
誘
客
の
促
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
と
企
業
誘
致
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て

農
業
・
林
業
・
商
工
・
観
光
が

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗

的
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
宇
陀

市
で
は
、
特
産
品
６
品
目
、
名
産
品

２８
品
目
を
認
定
し
、
関
係
各
所
で
情

報
を
発
信
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
農
林
業
で
は
、
一
次
産
業

の
支
援
及
び
推
進
を
図
り
、
産
地
化

に
向
け
、
生
産
規
模
の
拡
大
・
推
進
、

加
工
、
流
通
、
販
売
を
促
進
す
る
な

ど
、
６
次
産
業
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
宇
陀
市
企
業
誘
致
条
例
に

基
づ
き
、
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

機
会
の
拡
大
と
市
勢
発
展
を
目
指
し
、

各
方
面
か
ら
の
情
報
収
集
に
つ
と
め
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
合
わ
せ
、

誘
致
の
め
ど
が
た
っ
た
時
に
は
、
近

隣
の
方
々
や
議
会
等
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の
社
会
情
勢

を
ど
う
捕
ら
え
、
宇
陀
市
の
舵

取
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

東
日
本
大
震
災
後
の
宇
陀
市
の

置
か
れ
て
い
る
状
態
と
い
う
の

は
、
国
の
情
勢
や
、
中
央
の
状
況
か

ら
考
え
て
も
、
良
い
も
の
で
な
い
と

は
感
じ
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
な

ど
、
産
業
振
興
会
議
の
中
で
模
索
や

議
論
を
日
々
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
宇
陀
市
行
政
の
信

用
力
の
向
上
と
、
民
間
の
経
済
合
理

的
な
考
え
方
、
そ
の
活
力
と
い
う
も

の
、
行
政
に
結
び
付
け
る
よ
う
な
手

法
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
諸
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
市
の
収
入
を
即
座
に

増
加
す
る
の
は
、
大
変
困
難
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
宇
陀
市
の
活
力
あ

る
方
々
の
協
働
に
よ
り
、
企
業
誘
致

や
、
そ
の
他
宇
陀
市
の
活
力
に
な
る

政
策
を
、
市
民
の
方
々
が
安
心
し
て

定
住
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
、
そ
し
て
、
企
業
な
ど
が
し
っ
か

り
経
済
活
動
が
で
き
る
地
場
創
生
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

希
望
者
全
員
に
耐
震
診
断
実
施

災
害
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
や

市
民
の
関
心
度
の
違
い
な
ど
に

よ
り
、
当
市
の
耐
震
診
断
希
望
者
は

少
な
い
。
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
Ｐ
Ｒ
と
あ
わ
せ
て
、
地
元
の
事
業

者
に
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
の

助
成
制
度
、
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
に
対
す
る
国
、
県
の
助
成
制
度

並
び
に
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
の
税

の
優
遇
措
置
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

や
研
修
会
を
実
施
し
、
市
民
が
直
接

地
元
事
業
者
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
自
ら

の
人
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅

耐
震
化
の
促
進
に
努
め
て
行
き
た
い
。
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旭日単光章を受章

故 八石 三さん
（元菟田野町議会議員）

この度、永年地方自治に貢献さ
れた八石 三さん（菟田野見田）
が、旭日単光章を受章されました。
八石さんは、昭和44年4月に菟

田野町議会議員に初当選以来、
12年間の長きにわたり地方自治
の発展に尽力されました。議員在
任中は議長の要職を務められるな
ど、重要な事業の推進に貢献され
ました。
また、昭和63年8月より菟田野

町公平委員に、平成15年3月には
委員長に就任されました。
生前のご功績に敬意を表し、ご

冥福をお祈り申し上げます。

■旭日単光章
（地方自治功労）

暑
い
日
が
続
く
中
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
節
電
に
対
す
る

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
無
理
を
せ

ず
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、
福
島
原

発
な
ど
の
影
響
で
、
今
な
お

避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
困
難
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
陀
市
の
人
的
支
援
計
画

の
完
了
間
近
に
気
仙
沼
市
に

再
度
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
挨
拶
と
今
後
の
支
援
の
あ

り
方
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
に
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
国
・
県

の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
宇
陀
市
の
危
機
管

理
に
、
職
員
共
々
活
か
せ
て

い
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。「

第
２
回
目
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
各
地
域
で

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平

成
２３
年
度
の
市
の
主
要
施
策

の
説
明
と
東
日
本
大
震
災
へ

の
支
援
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

宇
陀
市
の
将
来
に
つ
い
て
、

前
向
き
な
意
見
や
発
言
が
あ

っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
宇
陀
市
も
誕
生

し
て
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
、
経
済
の
厳
し
さ
は

よ
り
深
刻
で
す
。
市
民
と
と

も
に
智
恵
を
出
し
合
い
、
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宇
陀
市
に
は
、
豊
か
な
自

然
が
身
近
に
あ
り
、
宇
陀
市

の
安
全
、
安
心
が
普
通
の
よ

う
に
感
じ
る
そ
ん
な
地
域
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
の
努
力
と
市
民
ひ
と

り
一
人
が
「
い
い
街
を
作
ろ

う
」
と
い
う
想
い
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

個
々
・
家
族
・
地
域
が
と

も
に
力
を
合
わ
せ
、
社
会
の

変
化
や
自
然
災
害
な
ど
に
も

対
応
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
月
は
、
宇
陀
市
の
定
例

議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２２

年
度
の
決
算
に
つ
い
て
議
会

の
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
。

以
前
よ
り
少
し
財
政
状
況
は

改
善
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

宇
陀
市
と
将
来
の
た
め
に
引

き
続
き
行
財
政
改
革
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
同
様
に
市
内
各
所
で

お
祭
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
な
が
ら
、
宇
陀
市
の

高
原
の
文
化
都
市
、
四
季
の

風
薫
る
宇
陀
市
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
更
な
る
充
実
に
向

け
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。残

暑
厳
し
い
折
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
ご
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

№
１５

“千年桜姫”の真依子さんが市長を
表敬訪問（8月4日）

水難救助訓練の実施
宇陀広域消防組合は7月11日、宮奥

ダム（大宇陀）で、消防本部及び南消
防署合同水難救助訓練を行いました。
今回の訓練は、参加隊員に詳細を伝

えない実践型の訓練で、ダムに浮遊し
た1名と水没した1名の要救助者を5隊
18名の隊員の連携により救出し、各隊
の技術向上と連携強化を図りました。
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少林寺拳法「大王クラブ」が奈良県大会で最優秀賞受賞
7月10日、奈良市中央体育館で「第62回奈良

県民体育大会・2011少林寺拳法奈良県大会」
が開催され、県下各支部から2,000人の拳士が
集い、日頃の修練成果を存分に発揮しました。
少林寺拳法「大王クラブ」の拳士たちが、各

部門で見事入賞されました。
【大会結果】（敬称略・順不同）
一般団体演武の部 最優秀賞(1位) 大王クラブ（浦田和
弥・宮奥史晃・児島ひかる・森田真啓・五味知嘉子・小
出将暉・宮奥晃希・西岡竜之介） 市郡対抗一般初段の
部 3位入賞　岡島善人・井上真吾　少年黒帯の部　3位
入賞　楠田隼大・小出泰誠　少年黒帯の部 4位入賞　生

駒達也・西田祐也　少年茶帯Ａの部 6位入賞　中川周
大・徳永郁弥　少年緑帯Ｃの部 2位入賞　木下裕太・小
出剛史　少年黄帯Ｂの部 3位入賞　後岡佑哉・徳永聖弥
少年黄帯Ａの部 6位入賞　濱岸良栄・古川颯真

今年も総務省奈良行政評価事務
所による「行政なんでも相談所」
が7月27日、サンクシティで開設
され、法務局の職員、司法書士、
税理士、社会保険労務士、弁護士、
人権擁護委員、行政相談委員の
方々が相談を受けました。
この日の相談件数は32件あり、

主な相談内容は、登記に関するこ
と、年金に関すること、税金に関
することのほか、身近な法律に関
する相談が寄せられました。

行政なんでも相談

7月17日、榛原総合センターで「東日本震災支援コンサ
ート」（榛原自治公民館連絡協議会主催）が開催され、約
300人が参加しました。
まず全員で被災者の方々へ黙祷を捧げた後、西峯清茂会

長のあいさつがありました。コンサートは、第1部はベサ
ニー・キャスカット氏＆ジョン・キャスカト氏兄妹の美し
い弾き語り、第2部は西村圭也さん（二胡）と中村美砂子
さん（ピアノ）の演奏が行われました。
最後は、演奏者の伴奏で参加者全員による「ふるさと」

を合唱しました。
なお、87,751円（入場料な

ど）は東日本大震災義援金と
して、日本赤十字社奈良県支
部に寄付させていただきまし
た。ご寄付をいただいた方々
に、心より感謝申し上げます。

「東日本震災支援コンサート」開催 県民体育大会の結果
7月2日から10日の間、県内各

所において「第62回県民体育大
会」が開催され、市体育協会よ
り219名の選手団が17競技に出
場しました。
上位入賞競技の結果は次のと

おりです。
［優勝］バスケットボール男子（阿
騎野クラブ）
［ 3位］バスケットボール女子
（Maybee）、ソフトボール女子（宇
陀レディースクラブ）、アーチェリ
ー（宇陀市アーチェリークラブ）

伊勢街道をテーマとした地域活性化事業
［まちづくり活動応援補助金交付対象事業］

7月24日、室生地域における伊勢街道の歴史資源を掘
り起こそうと「伊勢街道　歴史資源調査　ワークショッ
プ」が室生振興センターで開催されました。
ワークショップでは、地元の方々から街道沿いの歴史

や昔話が紹介され、参加者が持ち寄った昔の写真や宿帳
などを見ることができました。
午後からは、大野地区から三本松地区にかけて街道を

歩き、歴史資源の調査を行いました。
今後は秋頃に、太陽光発

電とLED球を使った常夜灯
の整備や案内看板の設置を
行います。また、11月27日
には講演会や本事業の成果
発表などを行う、「伊勢街道
交流フォーラム」を開催す
る予定です。

少林寺拳法　大王クラブ（奈良市中央体育館にて）
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■予防接種

■健康診査（こども）
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　　9月の保健カレンダー

■各教室参加者募集

【問い合わせ】
○室生福祉保健交流センター（192‐5220／IP188‐9175）
○大宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐9113）

◎ぬく森サロン【室生地域対象】
日時 9月9日（金）・16日（金）・30日（金）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受け
ていない高齢者
内容　★室生保育所（室生子ども園）の
子どもたちとのふれあい
★元気モリモリぬく森運動会
問い合わせ 室生福祉保健交流センターへ

◎いきいき運動教室【室生地域対象】
運動したいけど自分にあった方法がみつから

ない。そんなあなたにぴったりの運動教室です。
プロのインストラクターからエアロビクスや

ウォーキングなどの有酸素運動、基礎代謝をア
ップする筋力づくり、身体をしっかりケアする
ストレッチ法などを学んでいただきます。
日時　10月5日（水）・12日（水）・26日（水）、11
月9日（水）・16日（水）・30日（水）計6回

※時間はいずれも午前9時30分～12時です。

場所 室生福祉保健交流センター
対象 20～59歳の宇陀市民で以前に保健セン
ターでの運動教室を受講したことがない方

募集人数　25名
参加費 無料
講師 井上明美先生（日本エアロビクス協会認
定インストラクター）
申し込み 9月20日（火）までに室生福祉保健交
流センターまたは大宇陀保健センター

子宮頸がん予防ワクチン
予防接種のお知らせ

平成24年3月31日までの期間中、中学1年生
から高校1年生の女性を対象に子宮頸がん予防
ワクチン（任意接種）の接種費用を一部助成し
ます。
接種を希望される方は、既にお渡ししている

案内文と子宮頸がん予防ワクチン説明書をよく
読んで、予防接種の効果や副反応等について十
分にご理解のうえ接種してください。
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子育て支援センター（184‐9925）

対象 市内全域の未就園児とその保護者
日時 毎週水曜日

（午前10時～11時30分）
※開催場所は、表をご確認ください。

子育てをしている家族が、自由に遊べるように
施設を開放します。親子でゆったり遊んだり、み
んなでおしゃべりをして気分転換をしましょう。
対象 市内全域の乳幼児とその保護者
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
場所 子育て支援センター（菟田野松井）
☆お話の日（毎週火曜日　午前11時～11時30分）
♪リズムの日（毎週木曜日　午前11時～11時30分）
◇水あそびの日（9月2日・9日のみ）
（金曜日、午前10時～12時）
※水遊びをするときは、必ず着替えや帽子、替え
靴、タオルを持ってきてください。

♪支援センター開放♪（申込不要）♪「つどいの広場」♪（申込不要）

�q���˜�x���Z���^�[�u�•�›�•�›�v

♪♪みんなで楽しく子育てしませんか♪♪

主に就学までの子育てに関する悩みや
疑問などの、相談を受け付けます。
◎電話相談、面接相談
相談時間 午前9時～午後4時

（月～金曜日）

♪子育て相談♪

「子育て支援センター」は、市内在住の乳幼児やその家族が来て、自由に遊べ
るような場所の開放や、子育ての情報の提供を行っています。
皆さん、お気軽にお越しください。

9 広報うだ　2011.9

「第1回子育て講演会」を開催します
日時 9月16日（金） 午前9時30分（受付）
午前10時～11時（講演）
場所 子育て支援センター
演題 「子育ての楽しさや大切さ、親の役目
とは何か」

講師 鈴木敏子先生（元桜井市立織田幼稚園園長）
定員 50名
申し込み 9月1日（木）～12日（月）までに子育
て支援センターへ（電話または直接お越し
ください）

※託児あり。先着25名。（電話で事前申込必要）

「すくすく教室」に登録される親子を募集！！
親子教室に参加しませんか。（登録制）
対象 ○0歳児クラス（平成22年4月2日～平成23
年4月1日生まれ）○1歳児クラス（平成21年4月
2日～平成22年4月1日生まれ） 先着各15組

日時 毎月1回（午前10時～11時30分）
場所 子育て支援センター「すくすく」
参加費 登録料500円（その他実費負担あり）
申し込み 9月5日（月）～14日（水）までに子育て
支援センターへ（電話申込可）

※親子教室は、平成24年3月までの登録になり
ます。
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（1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

■看護師（正職員・パート）を募集します
【募集人員】若干名　
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※院内には保育園を設置しています。
小さいお子さんがおられる方も、お
気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ＆提出先】市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）

■内科の新しい先生を紹介します
○浅井　修（あさい　おさむ）医師

資格：日本内科学会認定内科医
日本リウマチ学会専門医

一言：1年3ヵ月の大学勤務を経て、
平成23年7月より宇陀市立病院で
再度勤務することとなりました。
今まで腎疾患や膠原

こうげん

病を中心に診
療してまいりましたので、その経験を少しでも
生かせるよう頑張りたいと思いますのでよろし
くお願いします。
◎浅井医師の診察は毎週金曜日です。

■糖尿病教室のご案内【参加費は無料】
糖尿病教室を に変更し開催しています。

6回シリーズで糖尿病の診断から治療、合併症な
どについて説明します。

低血糖、足のケア、体調が悪くなった時
（シックデイ）の対応について（第6回）
※14日、21日、28日はお休みします。
【時間】午後1時30分～【場所】東館2階232号室
◎開催予定日については、毎月の広報うだに掲
載しますのでご確認ください。

■10月に宇陀市医療講演会を開催します
病気の予防や治療、健康の保持についてわか

りやすく説明する講演会を開催します。
【演題】
【日時】10月19日（水） 午後2時～
【場所】市文化会館かぎろひホール
【講師】宇陀市立病院　循環器科部長

松倉　康夫医師
◎申し込みは不要。お気軽にご参加ください。

◎新病院建設工事に伴い、診療を行いなが
らの工事ですので、作業による騒音等、
ご来院の患者様には大変、ご不便、ご迷
惑をおかけしております。ご来院の際は
係員の指示に従って、通行してください。
ご理解とご協力をお願いします。
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身体障がい者補助犬とは、目や耳や手足に障がいのある人のお手
伝いをする犬のことで、ペットではありません。特別な訓練を受け
ているので、社会のマナーを守れますし、衛生面も管理されていま
す。そのため、公共施設や交通機関、飲食店などいろいろな場所に
同伴できます。
しかし、補助犬への理解が進んでいないことから、同伴の受け入

れを断られるケースもあります。
補助犬のことをもっと知り、理解を広げましょう。
◎障がいのある人をサポートする身体障がい者補助犬
身体障がい者補助犬とは、「盲導犬」「介助犬」「聴導犬」の総称で

す。それぞれ一定の訓練基準により訓練され、国が指定した法人か
ら認定を受けています。
「盲導犬」…目に障がいのある人と一緒に歩き、交
差点や段差で止まったり、障害物や車の接近を
知らせたりして、安全に歩けるようサポートし
ます。体にハーネスという胴輪をつけています。

「介助犬」…体を自由に動かせない人の手足となり、
落とした物を拾ったり、ドアの開閉をしたりす
るなど、日常生活をサポートします。外出時に
は、介助犬と書かれた胴着をつけています。

「聴導犬」…耳に障がいのある人に、ブザー音や電
話の呼び出し音など、生活上必要な音を知らせ、
音源への誘導を行います。外出時には、聴導犬
と書かれた胴着をつけています。

公共施設などでは身体障がい者補助犬の同伴が認められています

○「人権の花」の植栽を行いました。
［6／29：室生保育所、7／15：大宇陀小学校］
「人権の花」（ひまわりの種）は、子どもたちが互

いに協力し合って花を育て
ることで、情操を豊かに命
の大切さや相手への思いや
りを身につけてもらうため
植えられました。
人権擁護委員の方から園

児たちに「ひまわりのように、まっすぐ大きく皆さ
んも成長してください」とメッセージを送りました。
○「人権出前講座」を実施しました。
［7／11：大宇陀小学校、8／5：菟田野保育所］
子どもたちは、人権擁護委員の指人形や紙芝居を

見て、けんかやいじめをしないで仲良くする仲間づ
くりの大切さを学びました。
児童から、「誰とでも仲良くして、みんなで楽しい

学校にしたい。」と感想がありました。

◆人権擁護委員の活動を紹介します◆

「身体障がい者補助犬法」では、公共施設や公共交通機関、また、
スーパーやレストラン、ホテルなど、不特定多数の人が出入りする民
間施設などに、補助犬同伴の受け入れを義務付けています。
しかし、レストランやホテルなどでは、他のお客様への配慮などを

理由に、補助犬の同伴を断るという不適切な対応も未だに見受けられ
ます。法律や補助犬の役割について理解し、施設の方も、周囲の方も、
補助犬の同伴を温かく受け入れてください。
私たち一人ひとりが、「障がいのある人にとって補助犬とは、生活全

般において心の支えとなる、大切な家族の一員である。」ということを
理解し、接することが必要です。
身体障がい者補助犬は少しずつの活躍の場を広げてい

ます。体に障がいのある人の自立と社会参加を助けるた
めにも、身体障がい者補助犬への理解を深めましょう。
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【みんなの掲示板】
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■奈良県立ニ階堂養護学校の教
育相談並びに体験学習について
【教育相談】〈小学部〉毎週月・
水曜日(午前10時～正午)、月・
金曜日（午後1時30分～3時）
〈中学部〉毎週火・木・金曜日
（午前9時40分～正午）〈高等部〉
毎週火・木・金曜日（午前9時
30分～正午）
【体験学習】〈小学部〉10月14
日（金） 対象：来年度就学幼児
〈中学部〉火・木・金曜日：個
別に随時実施
※いずれも電話での事前予約必
要。また、教育相談については、
他の曜日を希望される場合は、
相談させていただきます。
奈良県立二階堂養護学校
（10743‐64‐3081）

■明日香養護学校体験学習
〈小学部〉日時 10月20日（木）
午前9時10分～午後1時（給食の
試食を行います）対象 ○肢体
不自由を有する幼児児童と保護
者及び関係者　○訪問教育の体
験を希望される幼児児童と保護
者及び関係者（当日参加の困難
な場合はご相談ください）
申込締切 10月7日（金）
県立明日香養護学校
（10744‐54‐3380）

■「国宝の寺（大野寺・室生寺）
を巡るみち」参加者募集

実施日時　10月5日（水）午前9
時30分（近鉄室生口大野駅集合）
コース　大野寺→弥勒磨崖仏→
「東海自然歩道」→室生山上公
園→室生寺→（中間ゴール）→
龍穴神社→近鉄・室生口大野駅
（16㎞・9㎞）
奈良県ウォーキング協会
（10742‐24‐5239）

※月・火・木の午後1時～5時、
祝日・祭日は休みです。

■宇陀ママフェスティバル
◎11月26日（土）開催！！
キッズルーム完備しますが…

普通のキッズルームではなく、
シルバー世代・子育て世代・子
どもたち、この三世代の交流を
大切にするイベントにしたいと
思っています。「地域は地球で
子どもを育てる！！」このシス
テムを宇陀市か
らイベントを通
じて発信したい
と考えます。
【元気なシルバ
ー世代の方募
集】
「宇陀ママフェスティバル」

当日、子どもと触れ合いたい方
を募集しています。
対象 50歳以上の方　申し込
み までご連絡ください。
◎「宇陀市まちづくり活動応援
補助金」対象事業です。
福山方（1 050‐7578‐
8880／mail:mcppq@mast-
b b . c o m ） ／ ブ ロ グ ：
http://waudamama.blog.f
c2.com/（携帯電話からもご
覧いただけます。）

■「第21回 奈良矯正展」開催
日時 9月10日（土）午前10時
～午後4時／9月11日（日）午前
10時～午後3時　場所 奈良少
年刑務所構内（奈良市般若寺町
18） 広報コーナー 施設見学、
パネル・写真の展示、教育内
容・職業訓練等をパネルで紹
介、受刑者の書・絵画等の文芸
作品の展示、専門の鑑別職員に
よる性格診断の体験実施等

奈良少年刑務所
（10742‐22‐4961）

■病院ボランティア募集
外来患者さんの案内誘導、車

いすの搬送、図書コーナーの管
理等、患者さんのアメニティ向
上のための諸活動に従事してい
ただける、病院ボランティアを
募集しています。
活動日時 平日の午前8時30分
～正午（週1回程度）
奈良県立医科大学附属病院
（10744‐22‐3051）

■「全国一斉成年後見無料相談
会」及び「遺言と成年後見制
度に関する説明会」［相談無料］

○遺言と成年後見制度に関する
説明会［事前申込制］

日時 9月19日（月）午後1時～
3時（午後0時30分開場）場所
①奈良商工会議所　4階中ホー
ル（奈良市登大路町36‐2）
②かしはら万葉ホール・橿原市
文化ホール4階（橿原市小房町
11‐5） 内容 第1部：遺言と
成年後見の説明会　第2部：任
意後見制度の利用についての説
明会
○全国一斉成年後見無料相談会
［事前予約制］
日時 9月19日（月）午後1時～
4時30分　場所 ①奈良商工会
議所　②かしはら万葉ホール
奈良県司法書士会
（10742‐22‐6677）

■「法の日週間」記念無料法律
相談

日時・場所 ◆10月3日（月）
午前9時～正午／午後1時～4
時・経済会館（大和高田市大中
106‐2）◆10月5日（水）午前
9時～正午／午後1時～4時・奈
良弁護士会館（奈良市中筋町
22‐1） 予約受付 9月12日
（月）～29日（木）まで〈土・日
曜日、祝日は受付できません。〉
申し込み 電話予約必要（先着
順） 相談時間 1人30分間
奈良弁護士会
（10742‐22‐2035）
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【相談コーナー】

『エコキュート』の愛称でお馴染の
電気温水器

設置の際、土台補強が不十分だっ
たり、アンカーボルトなどで固定さ
れていなかったため、給湯器の貯湯
タンクの転倒被害の相談が震災以後、
多く寄せられています。
今一度、点検しましょう。

◎消費者生活相談室を開設しています。
日時 （上表参照）
場所 宇陀市役所

◆ はい！こちら消費者相談窓口 ◆
9月9日は救急の日！！

みんなで守りたい　奈良の救急医療

〈奈良県救急安心センター相談ダイヤル〉
●電話番号：＃7119（携帯電話・プッシュ回線）
または10744‐20‐0119（IP電話・ダイヤル回線）
●24時間対応

〈こども救急電話相談〉
●電話番号：＃8000（携帯電話・プッシュ回線）
または10742‐20‐8119（IP電話・ダイヤル回線）
●日時 平日：午後6時～翌日午前8時

土曜：午後1時～翌日午前8時
日曜、祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）
午前8時～翌日午前8時

●対象者 県内に住む15歳未満の子ども及びその家族等

■弁護士による福祉専門相談・精神科医による専門相談
広報うだ9月号折り込みの「うだし社協だより」7頁に掲載しています。
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【募集コーナー】
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夏期短歌教室　作品発表　　　（文化協会　短歌部）

日本の未来の羅針盤

平成23年

～10月20日現在で社会生活基本調査を実施します～
この調査では、生活時間の使い方や様々な活動の状

況を調べ、その結果は、より良い暮らしと社会の実現
のために活用されています。

9月から調査対象となる地域に統計調査員が伺いますので、
ご協力をよろしくお願いいたします。〈総務省統計局・奈良県〉

県統計課人工統計係―（10742‐27‐8441）

募集人員 若干名
内容 主に大和富士ホール及び榛原ゲートボール
場の施設管理業務

応募要件 ○60歳以下の方パソコンの基本操作が
できる方　○週2日以上で夜間勤務も可能な方

期間 10月1日～平成24年3月31日
就業時間 午前8時30分～午後5時15分及び、午
後5時～10時の間（不定期シフト制）

時給 740円
申し込み 9月12日（月）までに、履歴書（写真添
付）を生涯学習課へ
生涯学習課（182‐3975／IP188-9364）

生涯学習施設管理職員（臨時職員）募集 榛原あいさこいさ祭り
「秋の伊勢街道　おかげ祭り」開催
日時 9月23日（金）
午前11時～午後8時
場所 近鉄榛原駅南口
伊勢街道付近
内容
【第1部】特設ステージ
（午前11時～午後4時）…
フラダンス・ヒップホップ・ブレイクダンス
など・新町商店街…札の辻市（フリーマーケ
ット）・東北支援物産展・住宅祭り・折り紙・
切り紙教室・まちかど喫茶・出前釣り堀・似
顔絵描き・ベーゴマ回し
【第2部】特設ステージ（午後5～8時）…宇陀市
観光大使”真依子”スペシャルライブ・かぎろひ
夢バンド・和太鼓「大美和

お お み わ

」（桜井）・和太鼓
「耀

かがやき

」（御所）・倭太鼓「榛
は る

」（榛原）3チーム
宇陀商工会（182‐2211）

昨年の特設ステージの様子

■フラダンス体験にご参加ください（無料）
祭り当日、まちかどイベントとして、下記の

とおりフラダンス体験を行います。
日時 9月23日（金）午後1時30分～3時
場所 榛原駅南口前　せんたく館榛原店（2階）
内容 フラ ハラウ オ アロヒラニ 久保絹子先生
のご指導による体験
数家方（182‐5486）
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◆ 消防からの伝言板 ◆
救急車の適正利用にご協力を！！

宇陀広域消防組合（182‐3199）

が50万円以上の工事が対象となります。
安全型…建築士が行った耐震診断で上層部の構造評
点が1．0未満と診断されたもので、建物全体の構造評
点を1．0以上にするために施工する耐震改修工事
生命重視型…建築士が行った耐震診断で上層部の構
造評点が0．7未満と診断されたもので、建物全体の構
造評点を0．7以上にするために施工する耐震改修工事
＜必要書類＞
建築士が行った耐震診断結果や、補強計画書、

工事費見積書などの書類が必要です。
◎申込期間　12月16日（金）まで
※先着順に受付、定員になり次第終了します。
営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

◎減税制度について◎
〈安全型〉の耐震改修をした場合、以下の減税制
度を受けられる場合があります。
◆所得税…耐震改修に要した費用の10％（最大
20万円）が所得税額から控除されます。税務署
への確定申告が必要となります。
※減税を受けるには、市が発行する「耐震改修
証明書」が必要となりますので、営繕課まで手
続きをしてください。
桜井税務署（10744‐42‐3501）

◆固定資産税…固定資産税が一定期間2分の1に
減額されます。
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

平成23年度の既存木造住宅の「耐震診断事業
（無料）」・「耐震改修事業」を実施しています。
「耐震診断」・「耐震改修」をご希望の方は、

所定の申込用紙に必要書類を添付して申し込んで
ください。
●補助の対象となる住宅
①建築時期…昭和56年5月31日以前に着工または
完成　②構造…木造（枠組壁工法、在来軸組工法）
③階数…2階建て以下

◆既存木造住宅耐震診断（無料）◆
募集戸数…2戸
診断方法…財団法人日本建築防災協会による「木
造住宅の耐震診断と補強方法」に定める「一般
診断法」による診断
診断の内容…間取りの確認・床下や天井裏を見る
など、2時間程度の現地調査、診断結果の説明
診断者…「奈良県木造住宅耐震診断員登録者名簿」
に登録された耐震診断員
＜必要書類＞建築年月、延床面積、構造などを確
認するため建築確認通知書若しくは登記簿謄本な
どの書類が必要です。
◆既存木造住宅耐震改修補助◆
募集戸数…3戸
補助額…工事費用に応じて20万円～50万円を補
助します。ただし、耐震改修工事に要した費用

既存木造住宅耐震関連補助の追加募集

救急車の出動件数が年々増加し、救急車の現場到着も遅くなっています。
一刻を争う重症患者の救急搬送に支障が出かねない状況です。軽い打撲やかすり傷な

どの緊急性が低いときは、自家用車などを利用しましょう。
また、体の調子がおかしいときは症状が重くなる前に、早めに診察を受けましょう。

―こんな時には迷わず119番通報してください―

昨年に救急出動した中には、緊急性が低いのに救急車を要請したケースも多く、重症な患者さんへ
の対応に支障が生じた例もあります。119番通報を受けると、現場に最も近い救急車が出動しますが、
出動件数の増加により、その救急車が出動できず、遠方にある別の救急車が出動するケースが増加し
ています。その結果、救急現場への到着時間も年々長くなっています。
1分1秒を争う命に危険がある患者さんへの対応が遅れることはあってはならないことです。
宇陀広域消防組合では救急車の適正利用を呼びかけています。事故や病気で救急車以外に搬送する

手段がなく、症状から緊急に病院に搬送する必要がある場合は迷わず119番してください。
緊急性の高い患者さんを少しでも早く搬送するためにも、症状が軽い場合はご自身で最寄の医院や

病院へ行かれたり、また、体の調子がおかしいなと思ったら、早めに診察を受けるなど、救急車の適
正な利用にご理解とご協力をお願いします。

●意識がないとき ●呼吸困難であるとき ●胸が痛いとき ●激しく頭が痛いとき
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市では国民健康保険加入者の病気の予防と早期
発見に努め、重症化を防ぐことにより健康の維持
増進を図ることを目的として人間ドックの費用を
助成します。（今回、脳ドックの募集はありません。）
◇対象者 次のいずれにも該当する方（ただし、
本年5月にすでに申し込まれた方を除く）
①申込日現在において当市の国民健康保険に1年
以上加入している方で、受診日においても引き
続いて国民健康保険の加入者である方

②満35歳以上満75歳未満の方（平成23年4月1日
現在）

③申込日現在において国民健康保険税の滞納がな
い方

◇受診者負担金…12，000円
※婦人科検診など追加希望検査項目の費用につい
ては、すべて個人負担となります。
◇申込方法 国民健康保険証と印かんを持参の
上、保険年金課へ本人または家族の方が直接申込
（助成決定者には、後日受診票を送付します。）
◇申込期間 9月7日（水）～15日（木）まで
※申込順で定員30名になり次第締切ります
◇実施医療機関
○宇陀市立病院（市内）
○グランソール奈良（市内）
○奈良県健康づくり財団（田原本町）
○平成記念病院（橿原市）
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

「子育てサポーター養成講座」受講者募集
子育て中のお母さんたちを応援するサポート

クラブの養成講座です。
子育ての経験がある方や子育てに関心がある

方なら、どなたでも受講できます。講座修了後
は、子育てサポートクラブに登録できます。
対象 市内在住の20歳以上

時間 午前10時～正午
定員 20名
申し込み 9月20日（火）までに、福祉課へ
（申込者が少数の場合、中止する場合があります。）
※託児希望の方は、申込時にお知らせください。
福祉課（182‐2236/IP188‐9080）

第3回人権セミナーにご参加ください
日時 9月24日（土） 午後1時30分～
場所 室生農林トレーニングセンター
内容 車いすバスケット講演会
講演と参加者による車いすバスケット体験
講師 アスリートネットワーク　理事　根木慎
志さん（元シドニーパラリ
ンピック車いすバスケット
日本代表選手）

※動きやすい服装でお越しく
ださい。靴もご持参ください。
※手話通訳等が必要な方は、
9月12日（月）までに までご連絡ください。
人権推進課（182‐2147／IP188‐9077）

室生北児童館では、和太鼓の好きな子、習いた
い子が集まり、「聴くより叩け」を合言葉に太鼓
をしています。一緒に、太鼓を叩きませんか。
対象 小学生・中学生の方
練習日時 毎週金曜日（都合により変更あり）

午後7時から8時30分
練習場所 室生北児童館
申し込み 9月12日（月）までに、電話で室生北児童館へ
※練習の送迎は、保護者の方でお願いします。
室生北児童館（10743‐82‐1847／

IP10743‐89‐0013）

「かんかん太鼓」参加者募集国民健康保険人間ドック受診者【追加募集】
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【募集コーナー】

平成榛原子供のもり公園（182‐7411／IP188‐9105）

◆どのような物件が登録申込の対象？
■空き家（住める物件であること）
○売却希望…一戸建て、分譲マンションの1専有
部分
○賃貸希望…一戸建て
※賃貸目的に建てられた建物（アパート、マンシ
ョン、長屋など）は、登録できません。
■空き地
○売却希望…登録申込が可能です。
○賃貸希望…登録できません。
◎市と宅地建物取引業者の現地確認時に、空き家
情報バンクに登録ができるかの判断を行います。

①空き家情報バンクに登録していただいても、利
用希望者が現れない場合は、売却または賃貸を
行うことはできません。

②契約が成立したときは、仲介業務を行う宅地建

市では、市内にある利用されていない空き家や空き地を活用していた
だくことで、市外から市内への定住促進を図り、人口減少に歯止めをか
ける「空き家情報バンク」制度を行っています。
所有されている物件を売りたい・貸したいと考えておられる方は、ま

ちづくり支援課までご連絡ください。

★空き家情報バンクとは？
所有者が売却または賃貸する意思のある空き家や空き

地（近く空き家や空き地となる予定のものを含む）につ
いて、市と「空き家の仲介に関する協定」を結んだ宅地
建物取引業者を通じて情報を登録し、市ホームページな
どを用いて利用を希望する方に紹介するシステムです。
空き家を所有している方は、休眠資産の有効活用や、

地域の防犯・防災対策を図ることができますし、行政が
係わることでより安心して手続きを進めていただけます。

物取引業者に対し、宅地建物取引業法第46条
第1項の規定による国土交通大臣が定めた額の
範囲内で仲介手数料が必要です。

◎手続きの流れ等など詳細内容は、市ホームペー
ジをご覧ください。
まちづくり支援課
（182‐3910／IP188‐9094）

○ロープクライミング（専門
のインストラクターの指導
による本格的なロープを使
った木登り遊び）

ゲーム開始時間　午前10時・
11時・午後1時・2時・3時
（1人1回のみ、約40分）
申し込み 当日、直接申込
定員 1回につき5名まで
［その他の内容］
○押花教室（野の花を使ったオリジナルしおり
の作成）
○パネル展示（室生ダムの役割や目的を写真パ
ネルで紹介）
○浄水パフォーマンス
○アウトドアグッズ、防災グッズ販売
○水について学ぶ啓発活動（室生ダム事業促進
協議会によるチラシや粗品の配布）
○ちびっこ和太鼓集団「勇喜」による演奏
○露店（食べ物など）

※お買い物及び駐車場は有料です。
※大雨・洪水・暴風警報等が発令された場合は、
中止になります。

◆◆ 募集コーナー◆◆

ネイチャーゲームとは、現在、日本全国で急速
に広まりつつある米国で開発された自然体験プロ
グラムです。
いろいろなゲームを通して、自然の不思議や仕

組みを学び、自然と自分が一体であることに気づ
くことを目的としています。
日時 9月18日（日） 午前10時～午後4時
場所 平成榛原子供のもり公園
内容
○木の鼓動（聴診器で木の中から聞こえてくる
音に耳を傾けます）
○フィールドビンゴ（「木の実」や「脱殻」な
どの自然の宝物を探すビンゴゲーム）
○宝探し（宝物リストにある木の
実や鳥の羽根など公園にある宝物
を見つけます）

※当日、状況に応じて内容が変わる
こともあります。

ゲーム開始時間　午前10時～　午後1時30分～
（1回：約1時間30分）
申し込み 電話で平成榛原子供のもり公園まで
定員 1回につき限定10組（1組：2～5名まで）

「ネイチャ－ゲーム大会 in こどものもり」参加者募集［参加費無料］
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【お知らせコーナー】

◆楽しむアート特別講座◆山の芸術学校常設教室
毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。9月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により日時が変更になる場合があ
ります。開催時間など、詳しくはお問い合わせ
ください。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

9月の休館日：1・8・15・22・29日

※常設教室の講座によっては、出張・出前講座も
いたしますので、ご相談ください。

★楽しむアート特別講座の新規開設者募集中

ふるさと元気村または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

（財）宇陀市文化スポーツ振興団 大宇陀拾生871（183‐0977）
9月の休館日 : 6･13･19･20･23･27日

思わず胸が熱くなる・やさし
い気持ちになるような「なつか
しい」生活用品・流行品や愛好
品などを展示しています。
皆さまのご鑑賞をお待ちして

います。
【展示期間】～9月18日（日）

◎楽しむアート特別講座 新規開設のお知らせ
開講日　9月19日　○朝の部 午前9時～正午　　○昼の部 午後1時～4時
参加費　各部3,500円（材料費込） 講師 夢銀　笑苦楽（アートシルバー　サクラ）

魅力ある宇陀市（各観光スポットなど）を紹
介するパネル展を開催します。
ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。
●ふるさとテラス（宇陀市役所1階）
【開催日時】9月1日（木）～15日（木）午前8時30
分から午後5時まで　※土・日曜日を除く。
●保養センター美榛苑
【開催日】9月17日（土）～30日（金）
宇陀市観光連盟【商工観光課内】
（182‐2457／IP188‐9081）

8月5日（金）、宇陀市内の高齢女性宅で、厚生年金
機構職員を名乗り、金融機関のキャッシュカード2枚
をだまし取り、現金を引き出す詐欺が発生しました。
注意してください！！
厚生年金機構などの公的機関では、職員が一般家庭

を訪問し、キャッシュカードや通帳を直接預かったり、
暗証番号を聞き出したりすることはありません。
不審な電話がかかってきた場合は、すぐに家族や

最寄りの警察署に相談してください！
～「カード預かります」「電話番号が
変わった」という電話は詐欺～
宇陀警察署（182‐0110）
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【開館時間　午前9時30分～午後5時】
●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

9月14日（水）、28日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
9月14日（水）、28日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
9月10日（土）、24日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
★放課後子ども教室

9月7日（水）、14日（水）、21日（水）、
28日（水）午後3時30分～

●映画会「ぼくは王さま」（約40分）
9月17日（土）午前11時～上映日

日時

日時

日時

日時

【開館時間　午前9時～正午、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

9月17日（土）午前10時30分～
2階　和室

●映画会「わすれられないおくりもの」（約30分）
9月24日（土）午前10時30分～
研修室（1階）場所

上映日

場所

日時

9月の中央図書館及び大宇陀図書館の休館日は
です。

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　 右表参照
◎9月8日（木）、22日（木）は、むろうコーラス練習
のため、午後2時30分～3時30分です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

【一般書】 （大宇陀図書館所蔵）
■人生がときめく片づけの魔法
近藤　麻理恵：著 サンマーク出版：発行
「毎日少しずつの片づけ習慣」

では一生片づかない。「場所別」は
ダメ、「モノ別」に片づけよう。
「思い出品」から手をつけると

必ず失敗する…。一度習えば二度
と散らかさない、「こんまり流とき
めき整理収納法」を伝授する。

【児童書】 （大宇陀図書館所蔵）
■わたしと小鳥とすずと (全5巻)
金子 みすゞ：作　　 金の星社：発行
金子みすゞの詩の世界が、親しみやすくかわい

いキャラクターで楽しめる
「みすゞこれくしょん」。
絵本をひらけばそこには

心にひびくやさしさがあり
ます。日の光、転校生、朝
顔のつる、八百屋のお鳩ほ
か収録。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

住所：室生上笠間444－1
開館時間：午前11時～午後4時
休館日：毎週月曜日・火曜日・金曜日
連絡先：1/50745－97－2215

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110） 大宇陀図書館（183‐0977）

《7月31日付退職者》　　　　　　　【 】内は旧任
■部長級 穴田宗宏【企画財政部付文化スポーツ振興団派遣】
■課長補佐級 井上寿美子【学校教育課長補佐】
■主任級 奥田忠男【健康増進課室生福祉保健交流センター】
人事課（182‐1303／IP188‐9069）

△
 

△
 

△
 

人事異動を行いました榛原体育センターご利用の皆さまへ

榛原体育センターの屋根改修工事のため、一時閉
鎖します。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
【閉鎖期間】9月10日（土）～11月10日（木）
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）
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【お知らせコーナー】

彼岸のお墓参りを予定している方はご利用ください。お墓参りの時間は45分用意しております。
道路の渋滞などにより、多少の時間のずれが生じる場合があります。
※天満台西2丁目バス停で乗車された方は、お帰りの際、天満台西2丁目バス停は、
停車しませんので、ご注意ください。
環境対策課（182‐2202／ＩＰ188‐9078）

月 日（金）に、市営赤人霊苑へのお墓参り臨時バスを運行します

嶌嵜　香（しまざき　かおる）医師
こんにちは、4月から室生東

里・田口診療所に赴任いたしま
した嶌嵜　香です。
奈良県出身で自治医科大学を

卒業しましたので、総合診療・
内科が中心の診療ですが、私は
皮膚科を専攻していますので傷

の処置や湿疹からシミの内服治療等まで、お気
軽にご相談ください。国保診療所としては珍し
く、週1回ずつですが夜8時まで診療をしており
ます。また、曜日は限られますが往診も行って
おります。
2箇所の離れた診療所を，宇陀市立病院の先生

方や奈良医大のペインクリニックの先生に助け
ていただきながらの兼務ですので、対応が難し
い時間帯もあり、市民の皆さんにはご不便・ご
迷惑をおかけしております。今後は、地域の先
生方や訪問看護ステーション等の方々と連携し
ていきたいと考えております。どうぞよろしく
お願いいたします。

平成23年4月の異動により永松先生が退任され、嶌嵜先生が着任されました。また、ペイン
クリニック・田口診療所の月曜の医師も変更となっていますのでお知らせします。

東里診療所（192‐3741／ＩＰ188‐9177）
田口診療所（193‐2101／ＩＰ188‐9178）
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昭和47年から旧4町村において、地籍調査事業
を推進してきました。旧4町村における地籍調査
後の固定資産税の課税方法は統合しましたが、整
理すべき課題が残っています。今月号からシリー
ズで、現状と課題をお伝えし、市民の皆さまのご
意見をいただきたいと考えています。
◆地籍調査とは？
地籍調査事業は、一筆ごとの

土地の面積・境界を確定し、土
地の戸籍と言える登記簿を修正
するなど、所有者の財産を守る
作業です。
この事業は、宇陀市の地籍調査課が担当してお

り、国及び県の補助金とともに宇陀市の税金が使
われています。
◆なぜ地籍調査をするの？
普段の生活に影響はないかもしれませんが、土

地の面積・境界が不明確であると、現場が地図ど
おりでなかったり、面積が実際と異なっていたり
して、取引に支障があったり、担保として認めら
れない場合があります。所有者間のトラブルの発
生も防げます。
個人で境界確定や正確な地図作成、登記簿の修

正を行うと、多くの費用や時間を要します。
市が道路や施設整備事業を行う際も、地籍が確

定していればスムーズに進行します。

固定資産税に関することは、税務課（182‐
1306／IP188‐9072）、地籍調査に関すること
は、地籍調査課（182‐5608／IP188‐9091）

宇陀市連合自治会からのお知らせ

自治会は、地域の人たちが集い・話し合い・協
力しあうことによって、住みよいまちを創るため
に自主的に組織された任意団体です。
宇陀市には208の自治会があり、防犯灯の設置

や管理、環境美化活動、地域の祭りや運動会とい
った様々な親睦行事を通じて地域の住民同士が交
流を深めています。
地域における人と人との繋がりは、これからま

すます大切になります。自分の住んでいるまちに
目を向け、地域の皆さんと一緒に、明るいまちづ
くりに参加しましょう。
加入希望の方は、地域の自治会役

員へ気軽にお問い合わせください。
総務課（182‐1302／ＩＰ188‐9068）

★榛原連合自治会の取り組み
榛原連合自治会では今年度の事業の一つとして、
緊急の事態が起きた場合に適切な処置が速やかに受
けられるように、重要な医療情報をコンパク
トに収集し、医療従事者に的確に伝えるため
の「救急医療情報キット　命のバトン」を地
域の各世帯に配置する計画をしています。
詳細については、地域の自治会役員へ気軽

にお問い合わせください。

水道メーターの取り替えを行います

計量法による検定有効期限を迎える水道メータ
ーの取り替えを行います。
屋外作業ですので、お留守でも実施させていた

だくことがありますのでご了承ください。取り替
え終了時には、お知らせの文書で通知いたします。
なお、水道メーターボックスの周囲に物を置か

ないようご協力をお願いします。
【実施期間】9月15日（木）～9月30日（金）【予定】
【施工業者】市上下水道協同組合　【費用】無料

水道局総務課（182‐2185／ＩＰ188‐9067）

宇陀市議会9月定例会のお知らせ

議会事務局（182‐5771／IP188‐9082）
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【お知らせコーナー】

市戦没者並びに消防殉職者追悼式
のご案内
市の戦没者並びに消防殉職者に対し哀悼の意を

表し、そのご冥福をお祈りするとともに、遺家族
の皆様のご労苦をねぎらうことを目的として挙行
します。
【日時】10月7日（金） 午後1時30分～
【場所】市総合体育館
【式次第】

○開式の辞
○国歌斉唱
○慰霊黙祷
○式辞
○追悼の辞
○献花
《献花は市より準備しています。》
○閉式の辞（午後2時45分）
※追悼式終了後に、遺族会主催の「戦没者遺家
族の集い」が約1時間の予定で開催されます。

【対象者】戦没者並びに消防殉職者の遺家族
厚生保護課（182‐2221／IP188‐9079）
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高齢者や障がい者、ひとり親家庭の方を対象に、関係者が一堂に
会し、誰もが健やかで安心して暮らせる豊かな「まちづくり」を
進めていくために開催します。

■演　芸（午後2時45分～）

福祉課（182‐2236／IP188‐9080）
◎参加のお申し込みは、各種団体を通じて、または直接、福祉課へご連絡ください。

2011宇陀川下水道まつりを開催します

【日時】9月11日（日）午前10時～午後4時
※受付は午後3時までです。

【場所】宇陀川浄化センター（榛原福地28‐1）
【内容】ペットボトルロケッ
ト大会、金魚すくい、ヨー
ヨー屋台、シャボン玉コー
ナー、下水道いろいろコン
クール出展作品展示、宇陀
川浄化センター内の下水処
理施設見学会など
★下水道いろいろコンクール出展作品（絵画・
ポスター・作文・書道・標語など）の展示
【展示期間】9月9日（金）～9月13日（火）
★宇陀川浄化センター施設見学会
【見学期間】9月10日（土）、11日（日）
下水道課（182‐5627／ＩＰ188‐9067）
または宇陀川浄化センター（182‐5725）

■式　典（午後1時30分～）● 福祉功労者の表彰など
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【お知らせコーナー】

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ（静
止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予告な
く変更される場合があります。ご了承ください。

自主放送スタジオ（182‐2497）

自主放送スタジオでは『宇陀市ホットニュー
ス』『行政企画番組』を収録したＤＶＤの貸出を
行っています。
貸出期間は休日も含めて7日以内、貸出使用料は無料です。
なお、1名様につき1度に5番組までとさせていただきます。
貸出を希望される場合は印かんをご持参の上、自主放送スタジ

オ【榛原駅北側グリーンスクエアⅡ番館1階】までお越しください。
※貸出の詳細については、 までお問い合わせください。
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第6回　宇陀松山藩を知っていますか
江戸時代の初め、宇陀松山藩は郡山藩に次いで大和国第２の石高を誇る大名であった。

大名とは原則１万石以上の石高を持つ武家のことである。石高は言わば現在のGDP（国内総
生産）で、その石高規模に相当する支配層（武家など）が存在した。
宇陀松山藩に関する元禄８（１６９５）年の記録では、藩主関係の上屋敷、向屋敷、長山屋

敷、さらに侍屋敷６１軒、小役人関係の屋敷１１１カ所など、多くの屋敷が確認でき多数の
藩士とその家族が生活していたことがわかる。彼ら支配層は何も生産しない消費者であり、
日常生活を維持するためには、それに匹敵するだけの商人・職人などの町人が必要であっ
た。同記録には、藩都松山町はかまど数が９５６軒、酒屋数が２５軒、人数３,７２８人、町数
は上茶

かみ ち ゃ

町・下茶
しも ち ゃ

町・上本
かみ ほ ん

町・下本
しも ほ ん

町・上中
かみ な か

町・下中
しも な か

町・上
かみ

町・中新
なか し ん

町・上新
かみ し ん

町・拾生
ひ ろ う

町・
出新
いで し ん

町・万
よろず

町・拾生
ひ ろ う

川原
か わ ら

町・小出口
こ い で ぐ ち

町・下出口
し も で ぐ ち

町・川向
かわむかい

町の１６町（松山町はこれら１６町
の総称）を数え、毎月６回（3日・８日・１３日・１８日・２３日・２８日に限定）の「市

いち

」が
開かれ、近在からの大勢の住民が集まったと記されている。藩都松山町は、宇陀のみなら
ず吉野の一部をも含む広域経済圏の核として「町

まち

」と呼ばれ、大和国でも屈指の規模で繁
栄していたのである。
現在でも、地元では松山のことを「まつやま」と呼ばないで、親しみをこめて「まっち

ゃま」と呼ぶことが多い。私も子どもの頃親から「まっちゃまのまちで豆腐こうてって」
と豆腐の缶の入れ物を持って、「まち」の豆腐屋に豆腐を買いに行ったものである。
江戸時代にタイムスリップしたような面影を残す町並みが、なぜ松山地区にあるのか。

その理由は、約４００年前に誕生した宇陀松山藩の存在なしには語れないのである。

今月号の「織田家宇陀松山藩をたどる」シリーズは、菟田野中学校の山本雅則教頭先生に紹介して
いただきました。

【第2代藩主織田高長のころの大和国の大名】
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